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1980年代アメリカホラー映画における
おもちゃ人形への恐怖
―『チャイルド・プレイ』の考察―

松 田　美 咲

キーワード：ホラー映画／人形ホラー／チャイルド・プレイ／1980年代アメリカ

はじめに

ホラー映画には幽霊やゾンビなど、使用される恐怖の源泉によって分けら

れたサブジャンルが存在する。その中で異彩を放つのが、おもちゃやアン

ティークドールなどの人形のモチーフを使用する人形ホラー映画である。こ

れらの映画では、本来人間に危害を与えることを目的としたものではない人

形というモチーフを、恐怖すべきものとして描いているのである。本稿では、

この人形というモチーフをホラー映画がどのように恐怖の源泉として効果的

に使い、人形は恐れるべきものであるとどのように我々を説得したのか、ま

たこのジャンルが現在も人気を集め、製作され続ける背景にはどのような理

由があるのかについて考察する。まず1章では人形の持つ人間の恐怖心を煽

る性質について考察し、続いて2章では1980年代に人気を集めたおもちゃ人

形に絞って考察を進める。そして最後におもちゃ人形を扱う『チャイルド・

プレイ』（1988）を例として分析する。

１．ホラー映画と人形

人形ホラー映画では、『チャイルド・プレイ』（1988）に代表されるおもちゃ

人形や『グレイト・ガッボ』（1929）などに登場する腹話術人形など様々な

種類の人形が使用されてきた。しかしこの人形たちが、すべて同じ方法で恐

怖として描かれるわけではない。そこでここでは、繰り返し使用される人形
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にどのようなものがあるのか、そしてそれらがどのような方法で観客の恐怖

心を煽ってきたのかを概観することとする。

１−１人形の種類とその恐怖

後述するように、腹話術人形はホラー映画の中では最も早く登場した人形

のうちの1つである。また、腹話術人形以外にも、マリオネットなど操り人

形の類は、持ち主でありその人形を操る人間が主体で、その人間が自身の喜

怒哀楽を人形を通して表現したり、人形がやがて人間の代わりに行動を起こ

したりすることで恐怖の表現がなされる。操り人形は、もともと人間が人形

に話しかける、という性質を持つもので、人形に意思が芽生えているのか、

人形が自ら動いているのかといった境界線を曖昧にしやすく、不気味な印象

を与えるのが容易である。また、仕事や生活の相棒として思いが込められる

ものでもあり、人間の恐怖を描く物語の中でよく使われてきた。操り人形は、

人形の見た目が持ち主に似せられ、ドッペルゲンガーとして示されることも

多い。ジークムント・フロイトは『不気味なもの』（1919）で、このドッペ

ルゲンガーが与える不気味な印象について、「このモチーフでは、外見が同

一であるために、二人の異なる人物を同一人物と見なさざるを得なくなるの

である。［……］すなわち、自我の二重化、自我の分割、自我の交換が起る

のである。」と述べている。そしてこの観念は原初的なナルシシズムを土台

としており、このナルシシズムは、原始的な社会に住む人々や子供たちの精

神生活を支配していたが、この段階が克服された後、永遠の生を保証するも

のであったドッペルゲンガーが変化して、死の不気味な前触れとなったとい

う1）。このドッペルゲンガーとしての人形が我々に不気味さを与えることは不

合理なことではないと言える。

マネキンや蝋人形もまた、『沈黙の歓び』（1962）など、ホラー映画では

多く描かれてきた人形である。エルンスト・イェンチュは不気味さについて

の論文、“On the Psychology of the Uncanny”（1906）において、一般的に強い

不気味さを起こすものの例として、「外見からすると生きているように見え
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るのに、生きているかどうかが疑問に感じられるもの、その反対に、生命の

ないように見えるものが、生きているのではないかという疑問を呼びさます

もの2）　」を挙げており、その具体的な例として、蝋人形館で不快な印象を受

けるのは、暗がりのなかで蝋人形と生きた人間を区別することが難しいから

である3）　と述べるが、人形ホラー映画は、あるときは生きている人間のよう

に見える蝋人形、また他では見た目からして生きているはずがない人体模型

やマネキンを、その人間とほぼ同じサイズであるという特質を効果的に使い、

生きているのか生きていないのかという曖昧さを生むことによって我々に恐

怖を与えてきた。また、蝋人形はその姿があまりに人間に似ていることから、

実は人形ではなく人形にさせられた人間なのではないかという恐怖、もしく

は自分の身体を人形に作り変えられる恐怖として、『蝋人形の館』（2005）な

どにおいて描かれてきた。

ロボット工学に関する概念に「不気味の谷」現象というものがある。我々

は工業用ロボットのような人間との類似度が低い物であると親和感を抱かな

いが、おもちゃのロボットなど人間に似せたものには愛着を感じる。しかし、

その外見を人間へ近づけていくと親和感がマイナスとなる谷底に到達する。

これが「不気味の谷」である4）。人形ホラー映画では蝋人形など見た目やサイ

ズが人間に近いものはもちろん、そうでないものまでその姿を異様に人間に

近づけることで不気味さを表現することがよくあるが、それはこの現象をう

まく利用したものと言えるだろう。

アンティークドールやおもちゃ人形は現在でも人気を集め、ホラー映画に

多く登場する人形である。アンティークドールの見た目は美しく可愛らしい

とも言えるが、人間の姿からそれほど遠くないこともあり、不気味な印象を

与える見た目で示されることも多い5）。一方でおもちゃ人形は、大まかな形は

人間ではあるがその細部の類似度は低く、可愛らしい印象を与える為、アン

ティークドールとは別の方法で恐怖を煽るものであると言える。これら２つ

の人形は多くの場合で子供と共に登場し、子供がその持ち主である6）。

イェンチュは、不気味な感情というのは、新しく、稀なものが生む不快感、
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不信感であり、これは新しい物事を素早くまた完全に知的に習熟することが

難しいために起こるものであると述べている。また、この物事を知的に習熟

できない不確かさの感覚は、無知であればあるほど起きやすいために、子供

は大人に比べて怖がりであるのだという7）。またイェンチュは、不気味な感情

を生み出す要因として、自分の生命がある状態から類比し、その他のものも

生きていると推測することを挙げ、その例として子供が自分のまわりに悪魔

がいると考えたり、椅子やスプーンなどに話しかけたり、怒りをぶつけたり

することを挙げる。子供にとって、未知で理解のできないものによって脅か

されているという感情は容易に生まれるのである8）。子供が不合理な恐怖を抱

くことは大人にとって日常であるために、こうした子供の性質は子供が主人

公となる人形ホラー映画でうまく使われていると考えられる。

一方でフロイトは、不気味な感情について、イェンチュの言う知的な不確

実さと不気味な感情は関係ないと主張し、不気味さの感情が発生するために

は幼児的な要素が存在している必要があると想定している。子どもは生きて

いるものと生きていないものをそれほど厳密には区別せず、自分の人形を、

まるで生きているかのように扱うのを好むものである9）。そして物語で生きて

いる人形を扱うとき、この幼児性が伴うことが考えられる。

また、フロイトは不気味さの土台にあるのはアニミズムであると述べる。

我々は個人の発達段階において、原始人のアニミズムに相当する時期を経験

する。このアニミズムの段階が我々に痕跡を残しており、ときに外に現れて

出てくるために、我々が「不気味なもの」と感じるものは、我々の中に残っ

ているアニミズム的な心の能力に関わっているのだという10）。そのアニミズム

は、世界を人間の霊魂で充満させること、自らの心的な出来事をナルシシズ

ムを通じて過大評価すること、思考の万能を信じること、これに基づいて呪

術の技術を利用すること、などの特徴を持っているが11）、人形ホラー映画で扱

われるテーマには多くがこれらに関連していると考えられる。

人形の恐怖は、その目やまなざしにおいて語られることが多々ある。『ア

ナベル 死霊館の人形』（2014）の監督を務めたジョン・レオネッティも人形
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について、「こちらを見つめ返す目が不気味である12）　」と語るように、人が

人形の目を恐れるのはよくある現象である。フロイトは不気味さの土台にあ

るアニミズムの特徴の一つである「思考の万能」について、その例として「邪

視」を説明し、「高価で壊れやすいものを所有している人は、他人の嫉妬を

恐れて自分が他人だったら感じるはずの嫉妬を、他人に投射することがあ

る。13） 」と述べる。この感情は言葉で語られることがなくとも、まなざしで

表現されるのである。そして、それが目を引くような望ましくない特徴を備

える人の場合、抱く嫉妬心がより強くなり、それが行動に示されるだろうと

他人は考え、そうした人物が自分に害を加えようというような隠された意図

を持っているのではないかと考え、やがてはその人を恐れるようになるばか

りか特定の兆候を目にしただけで、その意図が実現される力を持つのではな

いかと考えるようになると説明している14）。実際、多くの人形ホラー映画では、

目に特徴を持たせた人形を用い、その顔のクローズアップで恐怖を煽る。ま

た子供向けに作られた物語の中では人形が子供の魂を奪うものもある15）　よう

に、人形の目やまなざしとその隠された意図というものが人形の恐怖には深

く関係していると考えられる。

１−２人形の性質

哲学者ルネ・デカルトにまつわる不気味な伝説で、彼がフランシーヌとい

う名の少女の人形をトランクに入れ肌身離さず持ち歩いていたという話があ

る。彼はその人形に話しかけ、世話をしていたそうである。なんでも彼はフ

ランシーヌという名の娘がいたのだが彼女を亡くしてしまったために、その

死を深く悲しんで、彼女に似た自動人形を作らせたのだという16）。この伝説の

不気味さは、彼の人形への思い入れの強さに関係していると考えられる。金

森修は、『人形論』において、人形を理解する上で重要な概念として呪術、

愛玩、鑑賞をあげ、その全てが人間の情念に関わると述べている。「人間の

情念がなければ人形はありえない。17） 」のである。人形が持つ不気味さは、

人形という存在が含んでいる人間の情念への他者恐怖と理解することができ
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るのではないだろうか。また、境目の不確かさも恐怖や不気味さの理由の一

つであろう。人間と機械、子供と人形といった境界は曖昧なものだからであ

る。『怪物の解剖学』で種村季弘は以下のように述べている。

神あるいは神々が人間を創る創造行為と、人間が人造人間や人工の怪物

を造る行為との間には、なにかしら無気味な、その終局に得体の知れな

い虚無がとぐろを巻いて待ち受けていそうな平行関係があるのではなか

ろうか。［……］人間が神の秘密を盗んで人工の怪物を造ることは、い

うまでもなく神に対する反逆である18）。

また、自動人形の研究や製作は、人形が人間の特徴を持つと、しばしば「人

間であることは何を意味するか」という疑問を呼び起こし、冒瀆的だと妨げ

られることもあった。

自分たちとは違うはずのこの「他者」は一体なにものか。この「物」は

人間の領域から首尾よく分離が可能か。ひょっとしたら彼らはわれわれ

だけに認められている基本的権利や哲学的次元にまで食い込んできてい

るのではないか19）。

このように人の形に作られたものたちはわれわれの心に働きかけてきたので

ある。金森はまた、1つの人形において呪術、愛玩、鑑賞という３つの成分が

混在することがあるその共時性と、もともとの起源から別へ変化してゆくと

いう通時性の存在を示す。例えば、人形には古代から魔法や宗教の儀式にお

いて中心的な役割を果たしてきたという呪術的な性質があるが、これは金森

の言うように、人形という存在の重要な性質の1つである。そして実際このよ

うな呪術の霊的な人形とおもちゃの人形の間に明確な境界はなく、いくつか

の文化では儀式に使われていた人形が子供たちに与えられるということがあ

る一方で、他の文化では、このような人形は子供たちが遊びに使うには魔法
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の力をあまりにも多く持っていると考えることもあるようである。金森は人形

の呪術との関係について、「人形は近代や近未来の均質空間に穴を穿つ太古の

畏怖や願望の媒介者なのだ。愛玩の外観がともすれば隠しがちな、敬虔なも

のへの拝跪との連結を、我々は忘れてはいけない。人形には、どこかに必ず

呪物的な影がつき纏ものなのだ。20） 」とも語る。このような人形の性質とその

共時性、通時性は、人形ホラー映画において、脅威となる人形の本性を隠し

たり、反対にその脅威をほのめかしたりするのに大変効果的に働いている。

ここまで、人間の恐怖心を煽る、人形の持つ性質について考えてきたが、

その性質は多様で広範囲であり、すべての人形ホラー映画を同じ恐怖として

語ることは不可能であるということが分かった。また同時に、人間の人形へ

の恐怖は不合理なものではないことがよく理解できた。人形の持つ多くの不

気味な性質は複雑に絡み合いながら、人形ホラー映画において恐怖を表現し

てきたのである。

２．1980年代アメリカとおもちゃ人形

人形ホラー映画には様々な人形が登場するが、それぞれの人形の種類に決

まった物語の展開があるわけではなく、同じ種類の人形を恐怖の源泉として

いても、作品により異なる恐怖を描くこともある。1960年代ごろまでの人

形ホラー映画は、主に腹話術人形を多く使用し、人形に話しかける人間の恐

怖を扱うものが多い21）。またマネキンや蝋人形も多く登場するが22）　それらは暗

がりなどに置かれ、人間と見分けがつかないようにすることで不気味さを与

える見世物的な恐怖であった。1970年代に入ると呪術人形やアンティーク

ドールなど様々な人形が登場しただけでなく悪魔や死人の霊の憑依を扱う物

語が増える23）。1980、90年代には特に霊が憑依したおもちゃ人形の物語24）　が

人気を集めた。2000年代以降にはさらに恐怖として扱われる人形の種類が

増える25）　が、おもちゃ人形の人気は衰えてはいない。このように、人形ホラー

映画は変化を遂げながら多様な恐怖を描いてきたが、2019年現在において

も、おもちゃ人形が登場する、リメイク版『チャイルド・プレイ』や『アナ
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ベル 死霊館の人形』（2014）のシリーズ３本目『アナベル 死霊博物館』が

公開されることからも、1980年代におけるおもちゃ人形の登場とその人気

は、このサブジャンルにとって重要な出来事であったと言える。そこでここ

ではなぜこのおもちゃ人形というモチーフが1980年代に誕生し、人気を集

めることとなったのか考えてみたい。

２− 1 ブロックバスターとアニマトロニクス

1970年代の後半にハリウッドは、ブロックバスターと呼ばれるイベント

性の強いスペクタクルな映像が盛り込まれた大作映画を作るようになる。ハ

リウッドはテレビとの関係を緊密にし、映画の宣伝を大規模に展開し、一斉

上映を採用し始めた。これらが円滑に、また効果的に行われるために、映画

の内容も分かりすく話題になりやすいものが重要視されるようになる26）。1980

年代、ケーブルテレビの人気は上昇し、またビデオデッキの普及率は1980

年から1982年の2年間で15倍にも膨れ上がった。ハリウッドは有料テレビ

やビデオ化という、映画の2次的、3次的な利用をより積極的にするように

なる。このような映画の総合エンターテイメント化は、最終的な利益として

かなりの額を期待できることから、映画の制作費も上がっていった。この制

作費の上昇とスペクタクル性を求める動きは特殊効果の発展を促した。ます

ます高額となる特殊効果が用いられるようになり、映画業界はアニマトロニ

クスのテクノロジー開発を牽引したほどである。実際に存在しない生き物や、

危険すぎる、もしくは不可能なアクションなどはアニマトロニクスを使うこ

とで可能となった27）。このアニマトロニクスの発展により、人形ホラー映画で

は、人形それ自体が1つのキャラクターとして登場できるようになったので

ある。このような1980年代の映画製作の背景は、人形ホラー映画の成功と

発展のきっかけとなり得たのであろう。

２−２子供への恐怖

おもちゃ人形は多くの場合その持ち主である子供と共に登場する。そして
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子供を恐怖とするホラー映画もまた長く人気を集めてきたサブジャンルであ

る。一般的にこのサブジャンルは、『悪い種子』（1956）や『未知空間の恐

怖 /光る眼』（1960）をきっかけに人気を集めるようになったと考えられて

いる28）。もともと子供という存在は、大人とは異なった理解を持つ、大人にとっ

ては予測が不可能な存在である。子供という、自分たちと同じようで異なり、

さらに自身の本能と近い関係を保っている動物的でミステリアスな存在はわ

れわれに不安と不快を呼び起こすものである29）。また、親の自分の子供を守る

責任を果たせないという不安は、若者文化の発展とともに高まった30）。子供と

いうモチーフは観るものの感受性をうまく利用するだけでなく、自身の子供

の将来への責任とその不安を暴くものでもあるのである。

1960年代から1970年代にかけては、アメリカにおいて家庭を侵略する宗

教的および道徳的な論争が起こり、子育てやモラルの定義に疑問が起こった。

保守的な家族単位の概念の崩壊とその不安定さなどの家族の構造の変化は、

特に子供の発達に関して、激しい批判の対象になっていた31）。そしてこれは『エ

クソシスト』（1973）や『ローズマリーの赤ちゃん』（1968）において子供

への恐怖として描かれた。また、『悪魔の赤ちゃん』（1974）に見られるよ

うな暴力的な外部勢力によって、子供が失われることへの親の恐怖は、カウ

ンターカルチャーやベトナム戦争の影響への警戒心を示唆するモチーフであ

るとも言える。

1990年代に入ると、子供がテレビやゲームなどのメディアで描かれる暴

力に晒されるようになったことから、子供の純真さの崩壊が懸念された。

親の自身の子供を暴力的なメディアから決して完全には守ることはできな

いという不安はこの時代、『リング』（1998）やそのリメイク版『ザ・リング』

（2002）、また『危険な遊び』（1993）などにおいて、 子供を恐怖として扱う

映画として描かれるようになったのである33）。このホラー映画における子供

の恐怖は、1980年代において人形とともに描かれるようになったと理解で

きる。
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３．『チャイルド・プレイ』（1988）

1980年代に製作された人形ホラー映画で、以降の同サブジャンルに最も大

きな影響を与えたと考えられるのは『チャイルド・プレイ』（1988）である。

2019年にも同タイトルの人形ホラー映画が公開されたことからもその人気と

影響は明らかである。そこで、この作品を取り上げ、本作品が人形のモチーフ

をどのように効果的に使い、その人気と影響を掴み得たのかについて考察する。

３−１トム・ホランドとブードゥーへの恐怖

監督トム・ホランドは、ストーリーを構築するにあたり、人形が動きだす

ことのもっともらしい説明にブードゥーを選んだ。ブードゥーはアメリカの

ポピュラーカルチャーでは悪として長く描かれてきたモチーフである。これ

はゾンビや悪魔崇拝、ブードゥー人形といった、本来のブードゥー教とは全

く異なった理解を広め、長くの間黒人差別を基とする恐怖として使用されて

きた成熟した他者恐怖のモチーフである34）。殺人鬼であるチャールズ・リー・

レイは自分の魂をブードゥーを用いて人形に入れ替える。こうして動く人形、

チャッキーが誕生する。チャールズがブードゥーに精通していたことはその

他にも、彼の部屋に見られる壁絵やジョンというブードゥーの師との関係な

どで提示されている。さらに彼の魂の入ったチャッキーは師であるジョンを

ブードゥー人形で痛めつける。作中、ジョンは黒人で英語に訛りのある人物

として描かれているが、悪としては描かれていない。ブードゥーの恐怖はそ

れを悪用するチャッキー人形を通してのみ描かれている。このことから本作

品でのブードゥーという要素は、それ自体の他者恐怖の表現として使用され

ていないということが分かる。ブードゥーは人形に魂が入っていることを説

明するだけでなく、物語をうまく運び、そして説明をつけ同情を訴える、物

語の構築のみに使用された要素なのである。一方的に自身の信仰を悪用され、

殺害されていくジョンというキャラクターは、長きにわたってブードゥーを

全く間違った、また差別的な性質を持つ表現をしてきたアメリカ文化に罪悪

感を促すものにもなっているのではないだろうか。
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３−２ドン・マンシーニと子供への恐怖

オリジナルの脚本を担当したドン・マンシーニは、子供をターゲットにし

たマーケティングの子供への影響を風刺した物語を書きたかったと語ってい

る。そして子供の別人格としての人形が、その子供に不快感を与える人物へ

暴力的な振る舞いをするという物語を作り上げた。彼は1980年代に人気を

博したキャベツ人形35）　からの影響も明らかにし、さらに本作への影響として、

『恐怖と戦慄の美女』（1975）などの人形を恐怖として扱う一連の映像作品

の存在を認知していたことも認めている。この、少年の怒りを人形が行動に

移す物語は、監督らによって変更が加えられるが、作品中、暴力的なチャッ

キー人形が少年アンディの別人格として使われていることが読み取れるシー

ンが採用されている。主人公の少年アンディは母親カレンと2人で暮らして

いる。物語はアンディが誕生日に人形を欲しがっているというところから始

まる。シングルマザーであるカレンはデパートの販売員であり、誕生日当日

は仕事が外せず、誕生日を一緒に過ごしてあげることができない。この、誕

生日と言う特別な日にすら共に時間を過ごすことのできない母親という設定

から、アンディが母親に対し日頃から無意識に不満や怒りを抱いているであ

ろうという憶測ができる。また、映し出されるおもちゃだらけの散らかった

部屋からは、子供にかまってあげられない母親が罪悪感からおもちゃを買い

与えていることが想像できるのである。また、母親の代わりにベビーシッター

として誕生日を過ごすこととなるカレンの友人マギーは、アンディを強い口

調で早く寝るように急かすなどアンディの敵と言える人物である。そしてこ

の人物はチャッキーの最初の犠牲者になるのである。

３−３テレビとマーケティングの恐怖

1990年代からの子供を扱うホラー映画においては、親がメディアの影響

から子供を守ることができないという恐怖を扱うものがあることは既に紹介

したが、『チャイルド・プレイ』においても、物語の導入から、テレビ画面
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とそこに映る人形、それに釘付けになるアンディの構図が示される。ここで

も母親は不在であり、メディアの子供への影響のコントロールができていな

いことが読み取れる。それだけでなく、帰宅後すぐにテレビに向かう子供の

行動や、会話中などにも人間の背景に映されるテレビ、という映像表現から

は、テレビが生活の一部となっていることが分かる。アンディは「友達がい

ないよ　誰も遊んでくれない」と言うテレビの中のキャラクターと自分を同

一視し、テレビの中のキャラクターの遊び相手となるその人形と同じものを

欲しがっている。始めに画面に登場するアンディが、テレビの中の人形と同

じ服を着ていることや、朝食のシリアルの箱にもその人形が載っていること

からは、マンシーニが影響を受けたというキャベツ人形との類似点を見るこ

とができる。このような影響力を持つ人形が、テレビで子供が嫌がることを

促せば、親が何度言っても聞かなかった子供がすんなり言うことを聞くと

いったような、母親の存在がメディアやその中の人形にとって変わられると

いうシナリオは、親がコントロールしきれないメディアの子供への影響とい

う現実の恐怖と結びつけられると言える。ベビーシッターのマギーの事件後、

アンディを寝かしつけるカレンは、アンディに一緒に寝ることを提案するが、

アンディは自分にはチャッキーがいると言い、母親を拒絶する（図1）。こ

のシーンからも母親の子供への影響力は人形に取って代わられていることが

読み取れるのである。子供を恐怖の源として扱う一連の映画においては『エ

クソシスト』（1973）など、親の持つ罪悪感や独立的なシングルマザー家庭

などといった伝統的な形態を取らない家庭環境で育つ子供に対するネグレク

トを扱うものがあるが、この場面からはそういった子供の恐怖を扱った映画

からの連続性を見ることができるのである。テレビは外の世界を内から見る

ことのできる機械である。アンディはテレビを通して見る人形に多大な影響

を受けるが、同時に人形に憑依する殺人鬼チャールズに関する、街で起こっ

た恐ろしい事件のニュースも見ている。テレビは外と内の世界を繋ぐもので

あると言えるが、外と内のコントラストはこの作品中はっきりと示されてい

る。色彩ではアンディらの住むアパートやカレンの働くデパートは暖かく明
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るく描かれる一方で、外の世界は暗く描かれている。街は薄暗く汚い印象を

与え、デパートを出るとそこは盗品を売る行商人のうろつく荒れた様子の街

である。テレビではこの薄暗く荒れた街での恐ろしい事件の様子が伝えられ

るが、この同じテレビは子供にとっての理想の遊び相手を描き、子供達にお

もちゃを売り込む。しかしアンディの手に入れるそのおもちゃ人形は明るい

デパートからやってきたものではない。チャッキーは殺人事件の起きた薄暗

いおもちゃ屋から行商人の手に渡り、やがてアンディのもとへやってきた暗

く荒れた外の世界から侵入してきた存在なのである。

図 1　チャッキーとアンディ（0:32:07） 図 2　協力する 3人（1:22:41）

３−４チャッキーの分身としてのアンディ

物語は、母親カレンが、チャッキーが殺人鬼であることに気づいてから、

捜査官マイクの協力を得て、子供のアンディと３人で協力しチャッキーを排

除する構図へまとまっていく。これらの３人の登場人物は全員死ぬことなく、

男性と女性と子供という伝統的な家族の形が出来上がることでシングルマ

ザーの罪悪感の化身としてのチャッキー、そして外部からの影響といった脅

威を排除することに成功する構図を作り上げているようである（図2）。最

後の戦いのシーンで３人は家族のように協力し、チャッキーを倒す。しかし

ながら、本作品はアンディが、黒焦げになりバラバラになったチャッキーに

物惜しいような目線をむけ、フリーズフレームで終わりを迎える。この最後

のシーンは、アンディの分身としてのチャッキーという、オリジナル脚本を

担当したドン・マンシーニが提示した構図を取り戻すものとして読むことが

でき、恐怖すべきものは外部からの恐怖ではなく、また完全な家族の構築に
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よってではもはや排除することのできないものであると読むこともできる。

それはすでに内部に存在する脅威なのである。北山修は『人形遊び』におい

て以下のように述べる。

私はその〈人形〉の世界に消えてしまい、まるで透明人間のように傍観

者として人形をながめることもでき、〈人形〉の目の前で相手役を演じ

て対話することもできる。また、消失した私を〈人形〉の中に再現して、

〈人形〉の経験をその皮膚を通して細かに感じることもできる。理想の〈人

形〉との交流では、私が〈人形〉の相手役と〈人形〉そのものが演じる

役とを繰り返して経験する。そして、やがて私も〈人形〉そっくりになっ

てくるのである36）。

こういった人形遊びの持つ性質は、人形が特に子供の分身と描かれずとも、

すでに子供の内部に存在し、排除することのできない問題についての恐怖を

引き出すことができるのではないだろうか。『チャイルド・プレイ』は先行

する、子供を扱うホラー映画のサブジャンルへ変化をもたらし、ホラー映画

における子供の人形遊びの恐怖を築き、この先の人形ホラー映画の人気を定

着させるきっかけとなり得たのではないだろうか。本作品では、アンディの

体を手に入れようとしていたチャッキーの目標はある意味で達成されている

と考えられる。それは、すでに内在する恐怖から逃れられることのできない

状態を意味し、観客に絶望的な恐怖心を抱かせることから、以降の作品にお

いても時代を問わず繰り返し使用されるモチーフとなり得たのではないかと

考える。

1980年代アメリカ合衆国では、インフレーションの高まりと、国内秩序

の回復の願いから、人々は「古き良き時代」のアメリカ的生活様式を蘇らせ

たいという気持ちを持った。1970年代に離婚率がどんどんあがり、映画の

世界では人気作品であった『地獄の黙示録』を押しのけて家庭のテーマを扱っ

た『クレイマー、クレイマー』が1980年度アカデミー作品賞を取ったが、
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これも、この時代の人々の関心が家庭の問題へ向かっていたことの表れであ

ろう、と猿谷要は指摘している37）。生活の崩壊や犯罪の増加は、時代が保守派

のレーガンを大統領に選ばせた理由であったが、これは『チャイルド・プレ

イ』が当時の人々にリアルな恐怖を与えた理由でもあるだろう。

先ほど述べたように、荒れた町と家庭の問題を並行的に描く本作品は、父

親の存在の復元による伝統的な家族の再構築によって問題を解決しようとす

る。外部と内部のコントラストとそれを繋ぐものとしてのテレビがはっきり

と示され、この再構築は外部と内部の問題どちらともの解決を目指そうとす

るものであると考えられるが、本作品のアンディと彼の人形は、このような

再構築、つまり「古き良き時代」のアメリカ的生活様式の復活によって解決

できるようなものでは既にないのではないかという当時の不安を物語ってい

る。

おわりに

本稿では人形ホラー映画について、人形の性質を踏まえ、このサブジャン

ルが人気を高めた1980年代の時代や文化背景を手掛かりに『チャイルド・

プレイ』を例に分析をした。人間が人形に対し持つ恐怖というのは、『肉の

蝋人形館』（1953）や『マジック』（1979）に見られるように、映画におい

て効果的に語られることが可能であったために、我々はその恐怖をより意識

できるようになった。そして1980年代という背景はこの人形の恐怖を我々

の意識上にさらに浮かび上がらせるきっかけとなったのである。アニマトロ

ニクスなどの技術の展開や時代の不安によって生まれたおもちゃ人形という

モチーフは、その後も長らく我々を恐怖させるものとして扱われてきた。殺

人鬼や怪物などと違い、その脅威を家の中に連れ込んでしまうのは、おもちゃ

人形の見た目が我々に愛着心を抱かせるからである。この内部へ入り込みや

すいという性質は他の人形からおもちゃ人形を分ける特質である。子供とい

う我々の脆弱性に触れる存在と、見た目の愛らしいおもちゃ人形という、我々

が普段全く警戒心を抱かない対象はともに働きあって、以後、恐怖の対象と



66

して繰り返し扱われるようになるのである。
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SUMMARY

Killer Toy Doll Motif in American Horror Films in the 1980s

Misaki Matsuda
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Horror film sub-genres employ various sources of horror to elicit fear from the 
spectators. Among the popular sub-genres, the motif of scary dolls has been notably 
keeping its popularity and succeeding to be repetitively employed as a source of 
horror in films. In order to understand the reason behind its popularity and success, 
this essay will explore the killer doll sub-genre and the fear of dolls.

Toy doll in particular is one of the most favored dolls in the sub-genre. Toy 
doll is not necessarily a threat to mankind; however, this motif has been feared by 
many since the 1980s. To recognize the context of cultural and social background 
that led toy doll motif to its birth and pinnacle, this essay will also consider the film 
industry at the time and other sub-genres of horror. In addition, the most influential 
toy doll horror film Child’s Play (1988) will be analyzed to see how it utilizes the 
motif of what appears to be innocent to precipitate horror, and why the motif is still 
relevant even in the 2010s.




